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問題と目的

グローバル化の時代を背景に、海外留学を
経てより先進的な科学知識を学ぶ者が増加し
ている。文部科学省（2020）によると、わが
国における2019年5月1日現在の外国人留学
生は312,214人と、調査が開始された2011年

（163,697人）以来、年々増加の傾向をたどっ
ている 1 ）。このような状況を受けて、外国人
留学生のメンタルヘルスの問題が着目されて
いる。

Lazarusu & Folkman（1983）の心理社会

的ストレスモデルにおいては、ストレス発生
過程のうち、ストレスを引き起こす刺激とな
りうるものをストレッサーと定義しているが
2 ）、特に人が異文化に接触する際には、「独
自の文化とは異なった文化に移動したこと
がストレッサー（異文化ストレッサー）」と
なることが指摘されている 3 ）。日本における
留学生のストレッサーとしては、「経済的負
担」、「健康」、「言語・言葉」、「生活」、「文化
や環境などの問題」、「修学・進路」、「人間関
係」、「人種的差別・偏見」、「身分（ビザ・外
国人登録）」、「アルバイト」など多岐にわた
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るが 4 ）5 ）6 ）、その中でも、「対人関係上の問題」
は他のストレッサーと比較し、最もメンタル
ヘルス上の問題に寄与することが示唆されて
いる 5 ）。

上述の心理社会的ストレスモデルにおいて
は、ストレス発生過程における個人差に寄与
する要因として、ストレスに対する対処行動
であるコーピング（coping behavior，stress 
coping）が重要視されている 2 ）。その中でも
特に、人間関係に起因して生じるストレッ
サーは「対人ストレッサー（interpersonal 
stressor，relationship stressor）」 と し て 定
義されており、これに対するコーピングとし
て、加藤 7 ）は対人ストレスコーピングの分
類とそのストレス緩和効果についてまとめて
いる。まず、対人ストレスコーピングには、
対人ストレスイベントに対して、積極的にそ
の関係を改善し、よりよい関係を築こうとす
る「ポジティブ関係コーピング」、対人スト
レスイベントに対して、そのような関係を放
棄・崩壊するような「ネガティブ関係コーピ
ング」、そして、ストレスフルな対人関係を
問題とせず、時間が解決するのを待つ「解決
先送りコーピング」の3つの側面があること
が実証されている 8 ） 9 ）。そして、これら3つ
のコーピングのうち、ネガティブ関係コーピ
ングを用いるほどストレス反応は増大し、解
決先送りコーピングを用いるほどストレス反
応は低下することが報告されている 7 ）。一方
で、全般的なストレッサーに対してストレス
緩和に効果があるとされている、積極的にス
トレッサーとなる問題解決を試みる「問題焦
点型対処」に該当するポジティブ関係コーピ
ングについては、その有効性を否定する研究
結果が示されている 7 ）。

留学生における対人ストレスについて、
陳10）は、コーピング過程に影響を及ぼす
ことが確認されている「自己効力感（self-

efficacy）」に焦点を当て、日本の中国人留学
生を対象に、対人的自己効力感の特徴と対人
ストレスコーピングとの関連について検討し
ている。同研究では、対人的自己効力感に
は、対人コミュニケーションスキルの自覚や
自信といった「対人スキルへの自信」、友人
がどんな時も自分を受け入れてくれるという
自信や信念といった「友人からの信頼」、友
人の必要性を肯定的にとらえる「友人への信
頼」の3因子により説明されること、対人ス
キルへの自信はポジティブ関係コーピングに
正の影響を及ぼすこと、また友人からの信頼
はポジティブ関係コーピングに正の影響を及
ぼし、ネガティブ関係コーピングに負の影響
を及ぼすことが報告されている10）。しかし、
対人ストレスに効果が実証されている解決先
送りコーピングに寄与する要因、さらには留
学生における対人ストレスコーピングのスト
レス緩和効果については明らかにされていな
い。

ところで、日本におけるコミュニケーショ
ンでは、「曖昧な表現」が日常生活において
用いられる。曖昧な表現は、誤解や摩擦を引
き起こす可能性がある一方で、断ったり反論
したりするときに相手の気持ちを配慮する
といった日本語の肯定的な側面も含んでい
る11）。これまで心理学の領域では「曖昧性耐
性（Tolerance of Ambiguity）」の低さと不
安やストレス評価といった不適応との関連が
指摘されている12）13）。また、対人場面におけ
る曖昧さについて友野13）は、曖昧さに対す
る非寛容的態度は、ネガティブ関係コーピン
グを多く用いることでストレス反応を増大さ
せることを報告している。在日留学生におい
ても、日本語特有の曖昧なコミュニケーショ
ンは、上述の異文化ストレッサーに該当する
と考えられる。

そこで本研究では、在日留学生の対人スト
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レスの中でも「日本におけるコミュニケー
ションの曖昧さ」に焦点を当て、対人スト
レッサー、対人的自己効力感、ストレス反応
それぞれの関連を明らかにすることを目的と
する。

方　法

質問紙法による調査を実施した。

1．調査時期および調査対象
2020年1月、A 県の4年制大学に在籍する

留学生118名（男性55名、女性58名、無回答5名、
平均年齢23.95±3.16歳）を調査対象とした。

2．調査内容
1）フェイスシート：

年齢、性別、国籍、および日本に住んでい
る期間（在留期間）について問う項目を設け
た。

2）‌�人間関係における「曖昧な表現」に対す
るストレスコーピング（以下、曖昧さへ
のコーピング）：

これまでの本邦における「曖昧さへの耐性」
を測定する尺度は、いずれも「いろいろな可
能性」、「情報がたりない」、そして「不完全
な」といった生活全般における曖昧さや、相
手との親密さの程度などに着目したものであ
り14）15）、「日本におけるコミュニケーション
の曖昧さ」に対する態度や対処について焦点
を当てたものは見当たらない。そこで本研究
では、曖昧さへのコーピングを測定するため
に、加藤 7 ）の「対人ストレスコーピング尺度」
の教示文を、「あなたは今まで、日本の人か
ら「あいまい（はっきりしない）」な言い方
や態度を取られて困ったり、あなたがはっき
りと自分の意見を言ったことで、日本の人の

機嫌が悪くなったり人間関係が悪くなったり
したことはありませんか。そのようなとき、
あなたはどのように考えたり、行動したりし
ましたか」としたうえで、4件法（0点：あて
はまらない～3点：よくあてはまる）により
回答を求めた。なお、項目については改変せ
ず、「ポジティブ関係コーピング（項目例：
自分のことを見つめ直した、相手を受け入れ
るようにした）」、「ネガティブ関係コーピン
グ（項目例：相手を悪者にした、表面上の付
き合いをするようにした）」、「解決先送りコー
ピング（項目例：あまり考えないようにした、
こんなものだと割り切った）」の3下位尺度、
34項目すべてを用いた。

3）対人的自己効力感尺度11）：
「対人スキルへの自信（項目例：私は誰と

でも気軽に話せる、私は誰とでも仲良くでき
ると思う）」、「友人からの信頼（項目例：友
人は自分を必要としてくれている、友人は私
に隠しごとなく、何でも話してくれる）」、「友
人への信頼（項目例：私にとって友人は頼り
になるものだと思う、友人と元気を分かち合
うことができると思う）」の3下位尺度、13項
目で構成され、5件法（0点：まったくちがう
～4点：そのとおりだ）により回答を求めた。

4）ストレス反応：
鈴木ら16）の「Stress Response Scale（SRS-

18）」を用いた。「抑うつ・不安（項目例：悲
しい気分だ、何となく心配だ）」、「不機嫌・
怒り（項目例：怒りっぽくなる、怒りを感じ
る）」、「無気力（根気がない、何かに集中で
きない）」の3下位尺度、18項目で構成され、
4件法（0点：まったくちがう～3点：そのと
おりだ）により回答を求めた。
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3．調査手続き
調査は、留学生向けの心理学関連科目の授

業内で実施された。まず、臨床心理学を専門
とする大学教員である第一著者により、調査
対象者に「ストレスの仕組み」と題し、スト
レッサー、コーピング、ストレス反応に関す
る説明がなされた。次に、調査対象者の「曖
昧な表現」に対する理解を深めることを目的
とし、国立国語研究所11）の事例を参考に、1）
日本人の曖昧な表現を理解しにくい場面、2）
自分のはっきりした主張で日本人の機嫌を損
ねる場面」の2つを著者らのロールプレイに
より例示したうえで、質問紙に対して回答を
求めた（それぞれの場面について、Table 1
に示す）。

4．倫理的配慮等について
調査実施にあたっては、調査を実施した心

理学関連科目の担当教員、学科長および学科
教員に本研究の目的および調査内容について
著者らが説明を行い、同意を得たうえで行わ
れた。また、調査者に対しては、本研究の目
的を「留学生の人間関係のストレスに関する
研究」であると伝え、1）調査結果はすべて
統計的に処理され個人が特定されないこと、
2）調査への参加は任意であり、回答しない
場合に不利益が生じることはなく、回答を途
中で辞めても構わないこと、3）調査内容は

本研究のみに使用され、成績等に影響を及ぼ
すことがないことを紙面および口頭で伝え
た。

　

結　果

調査対象者のうち、回答に不備のみられた
者を除いた86名（男性35名、女性50名、無回
答1名、平均年齢24.20±3.38歳）を分析対象
とした。分析対象者の国籍を Table 2に示す。
また、分析対象者の日本での在留期間の平均
は3.5年（±1.0年）であった。在留期間ごと
の人数については、Table 3に示すとおりで
ある。

Table 2　分析対象者の性別および国籍

Table 1　調査実施前にロールプレイにより例示した「曖昧な場面」
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Table 3　分析対象者の在留期間

1．性差の検討
各尺度の下位尺度得点の性差を検討するた

め、対応のないｔ検定を行った。その結果、
対人ストレスコーピング、対人的自己効力感、
SRS-18すべてにおいて、有意な性差は認め

られなかった（Table 4）。

2．年齢および在留期間との関連
年齢および日本での在留期間と各尺度の下

位尺度得点との関連を検討するため、相関
係数（Pearson の積率相関係数）を算出した

（Table 5）。なお、在留期間は1年を12ヶ月と
し、合計月数を用いた。その結果、対人スト
レスコーピング、対人的自己効力感、SRS-
18の下位尺度すべてにおいて、有意な相関関
係は認められなかった。

3．‌�曖昧さへのコーピング、対人的自己効力
感、ストレス反応の関連

各尺度の下位尺度得点の相関係数（Pearson
の積率相関係数）を算出した（Table 6）。

まず、ポジティブ関係コーピングと、対人
的スキルへの自信（r=.46, p<.001）、友人か
らの信頼（r=.43, p<.001）、および友人への

Table 4　曖昧さへのコーピング、対人的自己効力感、ストレス反応の性差
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信頼（r=.43, p<.001）との間に有意な正の相
関関係が認められた。また、解決先送りコー
ピングと対人的スキルへの自信との間に弱い
正の相関関係が認められた（r=.32，p<.01）。

次に、ポジティブ関係コーピングと、SRS-
18の抑うつ・不安（r=.31, p<.01）、不機嫌・
怒り（r=.31, p<.01）、無気力（r<.27, p<.05）
および合計点（r=.32, p<.01）の間に弱い正
の相関関係が認められた。また、ネガティ
ブ関係コーピングと、抑うつ・不安（r=.62, 
p<.001）、不機嫌・怒り（r=.49, p<.001）、無
気力（r<.46, p<.001）および合計点（r=.57, 
p<.001）との間に中程度の正の相関関係が認
められた。さらに、解決先送りコーピングと、
抑うつ・不安（r=.37, p<.01）、不機嫌・怒り

（r=.36, p<.01）、無気力（r<.35, p<.01）およ
び合計点（r=.39, p<.001）との間に弱いの正
の相関関係が認められた。

最後に、友人からの信頼と抑うつ・不安と
の間に弱い正の相関が認められたが（r=.25，
p<.05）、対人的スキルへの自信、友人への信
頼と、SRS-18の各下位尺度との間には、有
意な相関関係はみられなかった。
4．‌�曖昧さへのコーピング、対人的自己効力

感、ストレス反応の因果関係
先行研究 7 ）10）に基づき、対人的自己効力

感が対人ストレスコーピングを媒介しストレ
ス反応に影響を与えると想定し、共分散構
造分析を行った。分析には IBM AMOS19を
用いた。対人的自己効力感の3下位尺度から
対人ストレスコーピングの3下位尺度と SRS-
18合計得点へ、対人ストレスコーピングの3
下位尺度から SRS-18合計得点へのパスを想
定した。得られた最終的なモデル（Figure 
1） に お け る モ デ ル 適 合 度 は、GFI=.990、
AGFI=.947、CFI=1.000、RMSEA=.000と、
モデルは十分に適合していることが確認され
た。

まず、対人的自己効力感のうち、対人的ス
キルへの自信は、ポジティブ関係コーピング
および解決先送りコーピングに有意な正の影
響を示した。一方で、友人への信頼は、対人
ストレスコーピング、ストレス反応のいずれ
にも有意なパスは確認されなかった。次に、
対人ストレスコーピングにおいては、ポジ
ティブ関係コーピング、ネガティブ関係コー
ピングが、それぞれストレス反応に有意な正
の影響を示していたが、解決先送りコーピン

Table 5　年齢および在留期間と曖昧さへのコーピング、対人的自己効力感、ストレス反応との相関

Table 6　曖昧さへのコーピング、対人的自己効力感、ストレス反応の各下位尺度間の相関
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グは、ストレス反応との間に有意な影響は認
められなかった。

考　察

本研究の目的は、在日留学生の対人ストレ
スの中でも「日本語における曖昧な表現」に
焦点を当て、対人ストレッサー、対人的自己
効力感、ストレス反応との関連を明らかにす
ることであった。

1．‌�曖昧さへのコーピングおよび対人的自己効
力感の性差および年齢、在留期間との関連

まず性差については、ｔ検定の結果、コー
ピング、対人的自己効力感のいずれにおいて
も、有意差は認められなかった。対人的自己
効力感においては、中国人留学生を対象とし
た調査では、友人からの信頼、友人への信
頼は女性が高いという報告がなされている
が10）、自己効力感には本質的に性差が認めら

れないとも指摘されており17）、一致した見解
は得られていない。特に本研究では中国以外
の出身者も分析の対象としていることから、
今後はコーピングおよび対人的自己効力感の
文化差についても検討を重ねる必要があるだ
ろう。

また、年齢と在留期間は、曖昧さへのコー
ピング、対人的自己効力感とは関連がみられ
ないことが示唆された。これについては、在
留期間と必ずしも正の関連があるとはいえな
いが、日本人や日本文化との交流の経験が多
いほど、日本特有の「曖昧さ」への対処スキ
ルおよび自己効力感は促進されるのではない
かと考えられる。

2．‌�曖昧さへのコーピング、対人的自己効力感、
ストレス反応との関連および因果関係

1）各要因間の関連
曖昧さへのコーピングと SRS-18との相関

はいずれも正の相関が認められたが、その中

　***p<.001，**p<.01，*p<.05，† p<.10
※ 誤差変数および共変関係は省略している。

Figure 1　対人的自己効力感、曖昧さへのコーピング、ストレス反応の因果を仮定した共分散構造分析の結果
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でも、ネガティブ関係コーピングはストレス
反応、特に抑うつ・不安と中程度の関連があ
ることが示唆され、先行研究 7 ）と一致した
結果が得られた。一方で、対人的自己効力感
とストレス反応の間にはほとんど関連がみら
れなかった。
2）‌�対人的自己効力感が曖昧さへのコーピン

グに与える影響
共分散構造分析の結果、対人的自己効力感

は、コーピングを媒介しストレス反応に寄与
することが示唆された。特に、対人スキルへ
の自信は、ポジティブ関係コーピングおよび
解決先送りコーピングの頻度に正の影響を与
えていた。日本における留学生は、対人スキ
ルへの自信が高いほど、曖昧さに対して積極
的な解決、あるいは問題とせずに時間が解決
するのを待つといった解決を試みると考えら
れる。陳の研究では、対人スキルへの自信と
解決先送りコーピングとの間に因果関係は認
められなかったが11）、本研究では一般的な対
人ストレス場面ではなく、曖昧な場面という
対人ストレッサーを想定しているため、異な
る結果が得られたと考えられる。「誰とでも
気軽に話せる」、「相手とうまく話のやり取り
ができる」といった対人スキルへの自信を高
めることが、曖昧さという異文化ストレッ
サーに対する対処を促すことにつながると考
えられる。
3）‌�曖昧さへのコーピングがストレス反応に

与える影響
まず、曖昧さへのコーピングのうち、ネガ

ティブ関係コーピングはストレス反応に正の
影響を与えていた。また、ネガティブ関係コー
ピングと比べるとその影響は弱いものの、ポ
ジティブ関係コーピングにおいても同様の結
果が得られた。対人ストレス研究においては、
ネガティブ関係コーピングを用いるほど一貫
してストレス反応が増大することが明らかに

されている 7 ）。日本における曖昧な場面をス
トレスと感じ、相手を避けたり悪くとらえる
といったネガティブ関係コーピングを用いる
場合、一般的な対人ストレス場面と同様、人
間関係の悪化からストレス反応の増大に影響
を及ぼすと考えられる。また、ポジティブ関
係コーピングについては、一貫した結果は得
られていないものの、その使用頻度が高いほ
どストレス反応が増大する報告もなされてい
る 8 ）18）。ポジティブ関係コーピングがスト
レス反応を増大させる理由としては、自分に
原因があると認知している場合に多く用いら
れること、誤解を解いたり自分に非がなくと
も相手に歩み寄るという性質があることなど
から、精神的負担が大きくなることが指摘さ
れている 7 ）。特に、本研究で焦点を当てた曖
昧さが伴うような場面においては、相手の意
図がわかりにくいことから、積極的解決は精
神的負担を増大させるのではないかと考えら
れる。一方で、ポジティブ関係コーピングは
孤独感を低下させるといった報告もみられ
る18）。在日留学生が日本において孤立せずに
良好な人間関係を保つためには、ポジティブ
関係コーピングを適切な場面で選択し、問題
解決を図っていくことが重要であるといえよ
う。

次に、解決先送りコーピングについては、
本研究ではストレス反応への影響は確認され
なかった。加藤 7 ）によれば、解決先送りコー
ピングは、解決する自信が大きく、他者に原
因があると判断される場合に使用頻度が高
く、ストレスを緩和させることにつながると
されている。曖昧な場面においては、その原
因がよくわからないまま先送りにしている場
合と、「日本に特有の表現・文化である」と
理解したうえで相手の出方を待つ場合とで
は、ストレスの感じ方は異なると考えられる。
また、解決先送りコーピングは、広く浅い関
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係を望んでいる場合には効果的である一方、
狭い関係を望んでいる場合には効果的にはた
らかないことが指摘されている 7 ）。よって今
後は、日本の文化・表現をどの程度理解し受
容しているか、また対象となる人物との関係
性にも焦点を当てる必要があるといえる。

3．今後の課題
まず、上述したように、在日留学生におけ

る日本人の曖昧さへのストレスに関連する要
因として、1）日本人や日本文化との交流の
経験頻度、2）日本文化および日本人の表現
の受容の程度、3）対象となる人物との親密
さや関係性の影響を考慮する必要がある。次
に、本研究では曖昧な場面を、1）日本人（相
手側）から曖昧な態度を取られた場合、2）
留学生自身（自分側）が曖昧な表現をしなかっ
たことにより人間関係が悪化した場合を弁別
せずに検討を行った。対人関係コーピングの
選択とストレスへの影響には、原因の帰属が
大きく影響していることから7）、今後は複数
の場面を想定し、場面ごとにコーピングの使
用頻度について尋ね、メンタルヘルスとの関
連について検討していくことが必要である。
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